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(論文審査の要旨)  
修士（建築）、修士（工学）イカロヴィッチ，ヴェドラナ君の学位請求論文は、「From Personal 
Space to Intimate Space: A Socio-Spatial Study of Domestic Urban Environments in 
Contemporary Tokyo（パーソナルスペースからインティメートスペースへ：現代の東京における
ドメスティックな都市環境の社会空間研究）」と題し、８章から構成されている。 
第１章では、パーソナルスペースの概念について述べている。パーソナルスペースは、（東洋的
または／かつ西洋的な）文化的現象として既に様々な定義がされているが、現代の継続的移動を伴
う生活の状態・ライフスタイルに影響を受けた、文化的・社会的・空間的な状況を構成する総体と
して定義されるパーソナルスペースの概念については研究の余地がある旨を述べている。 
第２章では、サステナブルな未来へのヴィジョンをもったグローバル都市である東京の特性に着
目したケーススタディの内容について述べている。章の前半では、空間的領域としての東京が境界
と運動という相互に連動する２つの特徴によって形成されている様を詳細に調査した内容につい
て述べ、章の後半では、台東区の詳細な調査について述べている。 
第３章では、質的並びに定量的な研究、またそれらの相互関係についての研究のために本研究で
適用される学際的な方法論について述べている。具体的には、第４章で都市社会学、第５章で民俗
学、第７章で空間学という主に３つの学問領域について取り扱っている。 
社会学的な検証を行う第４章では、大都市スケールにおいて行政上の境界を継続的に横断する個
人のネットワークについての経験的観点からの東京の構成論を述べている。「家」「場所への愛着」
「習慣化」の３つの研究領域からなるフレームワークの中で、「習慣化」における環境の重要性を
半構造化インタビュー調査から明らかにしている。具体的には、（a）複数の重要な場所間の絶え間
ない移動によって構成される「ディスパースホーム」を都市論的に新たに定義し、（b）複数の重要
な場所間の第４の場所「アナザープレイス」の概要について、社会学的に論じている。 
第５章では、２３区内の「非中心的な区」（第２章にて定義）において見出される、独自性の高
いインティメートスペースとしての「アナザープレイス」に着目した空間的検証、ならびに「第４
の居場所」についての意味と価値について、民俗学的に論じている。まず、人類学ならびに民俗学
におけるヴィジュアルメソッドを都市環境の研究導入することの有用性に着目して詳述している。
次に、台東区内において、個人的所有物の設置が確認される残余空間を観察・撮影・記録、また、
建築スケールでマッピングし、「装飾的な場所」と「実用的な場所」のアイデンティフィケーショ
ンと定義を行っている。 
第６章では、インティメートスペースの定義を行い、アーバンプランニングとサステナビリティ
におけるその有用性について述べている。 
第７章では、社会学的かつ民俗学的な調査研究の結果を、GIS を用いて実際の空間的状況の可視
化を行い、プランニングツールとして考察されている。また、空間的スケールを横断して都市を形
成するプロセスにおけるガバナンスのレベルと参加者の役割の詳細な考察を行っている。文化的持
続可能性をもった様々な都市形態の比較によって、都市計画ガイドラインの策定に有用な方法が提
案されている。革新的でインタラクティブなプランニングの実践を可能にするプランニンツールと
しての GIS の新たな側面が実装され、検証されている。 
最後に第８章では、本研究を通じて得られた知見をまとめている。 
以上要するに、本論文は、現在の都市計画的実践を発展させるための多角的方法論の可能性の
考察を通じて、パーソナルスペース理論の発展に寄与するものである。よって，本論文の著者は博
士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
